
変化するお客様や業種のニーズと動向を捉え、自社商材の活用のみならず、
3rd Partyとの連携・M&Aにより、タイミングを逃さず、最適なソリューションを提供します。

多様化するエネルギーの生産・供給・利用・廃棄・リサイクルのバリューチェーン全体にわたり
安全かつ最適な運用をサポートすることで、レジリエントかつサステナブルな社会の実現に貢
献する事業です。

事業活動

エネルギー＆サステナビリティ
事業本部長​

中岡　興志

2022年度のレビュー

2023年度の見通し

受注・売上推移

2022年度の受注は、対前年比＋25.3%と、大幅な伸長を達成できました。
伸長の要因として、コロナ禍の期間も積極的な提案活動を行い続

けたことで、お客様との信頼関係がさらに強固となり、その結果、経
済活動再開後の短期間でそれらの案件が受注できたことや、原油・天
然ガスの高値安定によるお客様の投資意欲の活発化や事業多角化の
ニーズを捉え、DXの推進や環境負荷低減に貢献するソリューション
の積極的な提案を行ってきたことが挙げられると考えます。
業種別のハイライトとしては、Upstream、Downstreamでは、お

客様との「共創」を通じて、数々のDXソリューションが採用されま
した。例えば、KBCのシミュレータ技術による、石油精製プロセスで
の操業状態のリアルタイムデータ収集と収益改善や、広域に点在
する油井の事前異常検知やリカバリー操作の自動化による事故予

石油・ガスの「採掘」から「都市ガス」の
配送、電力・再生可能エネルギーの発電
と送配電網の最適制御まで、エネル
ギーサプライチェーン全体が事業領域
です。

防と省人化の実現などです。これらは、環境負荷軽減にも大きく貢
献しています。
Power、再生可能エネルギーでは、他社との協業を通じてボイラー

の状態監視やタービンコントロール技術など、多様な新ソリューショ
ンを提案し、受注を獲得しました。また、買収したPXiSE社、Dublix社に
ついては、引合いも多く、優先度を付けて順次対応しており、同時に拠
点教育を進めながら、販売網の拡大を進めています。
水素についても、オランダ「ホランド・ハイドロジェンⅠ」プロジェ

クトの受注獲得をはじめとして、その他の事例においても、状態監視�
の方法や貯蔵法、運搬方法などについて「共創」を行っており、水素ビ
ジネスにおけるリーディングベンダーとして認知されるべく多彩な実
証活動に参画しています。

E&Sサブセグメントの2023年度受注は対前年比で5.3%減少の
予想です。
この要因としては、2022年度で大型投資案件が一巡し、お客様も過

去2年間のプロジェクトの遂行に大きな人的リソースを割いているこ
とと、世界的なインフレーションの進行による新規プロジェクトの利
益率悪化懸念や人手不足による遂行力低下懸念から、大型投資案件
においては、お客様がやや慎重な姿勢になっていることが挙げられ
ます。
また、高成長が期待されるインドや中国では、豊富な案件数が期待

される一方で価格競争は激化しており、適正な利益確保に努めながら
中長期での成長を目指して戦略的に活動してまいります。
上記の逆風もありながら、当事業本部としては、４つの大きな戦略

を深化させることで、AG2023達成を目指していきます。
（1）�お客様との「共創」�–�カーボンニュートラルでの産業間連携や、
当社のコンセプトであるIA2IAでの提案の多様化を通じて、プラ
ントの操業のみならず、エネルギーサプライチェーン全体を通�

じた環境負荷低減のスキームを先導していくこと。
（2）�定常的収入ビジネスモデルの拡大�–�お客様のプラント保守

情報を集約し、リモートを活用して統合監視・データ解析し、
適切な保守やソリューションをアドバイスおよび納入する
ことで、プラント全体での保守費用を取り込むこと。

（3）�協業やM&A、アライアンスによるポートフォリオ充実�–�対応
すべきアプリケーションが多岐にわたる再生可能エネルギー
業種、当社が強みを持つオイル＆ガスの領域に絞り込んでの
ポートフォリオ拡充と、さらなる差別化を進めてまいります。

（4）�地域・顧客戦略�–�お客様のニーズも各地域・業種によって多
様化が進行しており、International�Oil�Companyも現地の
有力なお客様との合弁プロジェクトが増えてきました。特に
中東、インド、南米などでは、国営あるいは準国営のお客様
トップマネジメント層の意向が強く反映されるため、現地の
みならず当社トップマネジメント間でも、忌憚のない意見交
換ができるようパートナーシップ構築にまい進いたします。

事業領域

重点施策

事業構成（2022年度受注高比率）

受注​​ （億円） 売上​​ （億円） AG2023​CAGR

1,4601,460
1,7901,790

2,2432,243 2,1252,125

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

1,7051,705 1,6591,659
1,9441,944 2,0352,035

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

（ご参考） 受注成長 ※2 売上成長 ※2

CAGR
（FY20-22）

CAGR
（FY20-FY23）

CAGR
（FY20-22）

CAGR
（FY20-FY23）

実績 予想※1 AG2023
目標 実績 予想※1 AG2023

目標

23.9%
（14.3%）

13.3%
（7.8%） 9%以上 6.8%

（▲1.6%）
6.1%

（0.9%） 4%以上

※1: FY23業績予想を達成した場合
※2: カッコ内数字は、為替影響を除くオーガニック成長

※1：PoC:Proof  of Concept（概念実証）
※2：MGC:  Micro Grid Control
※3：DERMS:Distributed Energy Resource Management System

34%

42%7%

3%

Upstream

Downstream

Renewable
Energy

Power

  グローバルで偏りのない豊富なインストールベースと、納入後も続くお
客様との信頼関係。それによるサービスなどのOPEX獲得ビジネスモデ
ル
  操業改善コンサル能力と、提案を実現するソリューションの同時保有
  3rd party品(他社転売品）も含めた総合インテグレーション能力

 DXを活用した設備運転効率・稼働率向上でお客様の利益向上に貢献
  お客様とのPoC※1を通じた「すぐに使える」ソリューションの水平展
開。協業やアライアンスの積極活用

  豊富なインストールベースに基づくOPEXビジネスの拡大
  海外拠点発のソリューション開発力向上と成功事例のグローバル展開

  MGC※2 / DERMS※3ビジネス拡大への設備管理ソリューションの買収も
含めた垂直統合ポートフォリオ強化。M&A、協業、資本参加も引き続
き継続
  買収済会社への活発な引合いを活用した既存ソリューションと組み合
わせ提案によるビジネススコープ拡大
  社内横断タスクフォースによる水素ビジネスのポテンシャル調査

  ローカルベンダーも含む熾烈な価格競争(中国、インド）
  垂直統合での上位系ベンダーの積極的な買収
  カーボンニュートラル訴求を軸としたプロモーションの活発化 

  地熱、Waste to Energy、Biomassでの豊富な実績と買収によるさら
なるノウハウとソリューションの拡充
  M&Aによる送電系統技術ノウハウの獲得
  エミッション排出や最適燃焼、リアルタイム温度管理など、充実した
環境負荷低減ソリューションのラインアップ
  国内におけるエネルギー最適運用の実績

  ロシア・ウクライナ情勢の影響を受けたオイル＆ガス事業への投資活発
化（特にガス）
  エネルギートランジションに伴う事業の多角化とコア事業への選択的
投資
  CCUS、水素、アンモニアなどでの業界横断コンソーシアムによるビジネス
商業化への実証活動活発化
  操業効率改善、無人化、遠隔操業などDXへの投資増
  インフレーション（建築資源、賃金両方）による採算分岐点の悪化懸念
それによるプロジェクトの延期または中断

  再生可能エネルギーの多様化。地域、お客様ごとに異なる重点投資アプ
リケーション
  電力供給不足を補うため、ガス、原子力発電への投資の回帰
  エネルギー・セキュリティリスク顕在化による、自国資源での自給体制
の強化と、それに伴う石炭火力発電などへの投資の継続

  大手コンサルタントや、ITベンダー、ローカルインテグレータなど従来
IA領域外からのプレイヤーの参入
  SNSやWebinarなどの積極活用による新ソリューション、事例紹介の強化

Upstream​/​Downstream

Upstream​/​Downstream

Power​/​Renewable​Energy

Power​/​Renewable​Energy

エネルギー＆
サステナビリティ事業

制御事業

強
み

競
争
環
境
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様
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動
向
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エネルギー＆サステナビリティ事業制御事業

IoTシステムによる
発電効率の最大化

（オルカリア地熱発電所）

System of Systemsとなる世界をリードするインテグレータとして社会・サプライチェーン
全体で価値を創出するソリューションを提供（ホランド・ハイドロジェンⅠプロジェクト）　

今後もエネルギー＆サステナビリティ事業本部は
レジリエントかつサステナブルな社会の実現に貢献していきます。

プロジェクト名 オルカリア地熱発電所
（ケニア共和国）

お客様 ケニア発電公社 プロジェクト名 ホランド・ハイドロジェン I
（オランダ）

お客様 Shell社

事業活動

概要 概要

YOKOGAWAが目指すSoS（System​of​Systems）

今後に向けて

成果

ケニア共和国では人口の増加や経済発展に伴い、2021年の電力
消費量が2000年の約3倍※1となり、安定的に電力を確保することが
課題となっています。ケニア共和国は世界屈指の地熱資源量を有
し、地熱発電は安定した、かつCO2排出量が極めて少ない電源とし
て注目されています。
アフリカ最大の地熱発電容量を誇るオルカリア地熱発電所※2に

おいて、ケニア発電公社は5つの地熱発電所（オルカリア地熱発電
所I、Iアディショナルユニット、II、IV、V）を運用しています。管理事務
所から最も離れたオルカリア地熱発電所IVは道路距離で20kmほど
離れています。これまでは、点在する発電所の運転は個別に管理さ

水素は、脱炭素社会実現に向けてのエネルギートランジション
において有望なエネルギー源として注目されています。また、オラ
ンダは現在、天然ガスパイプラインでも、欧州のハブ拠点であり、
欧州でのガス取引価格は、このハブでの取引を通じて決定されま
す。次世代エネルギーの水素でも、この地位を保持するために国家
戦略のもと取り組みを進めています。
本案件は、プロジェクト名が示すとおり、水素供給での欧州の

YOKOGAWAは社会全体がシステムとシステムを有機的に接続した
SoS（System�of�Systems）となる世界をリードすることを目指してい
ます。水素サプライチェーンにおいても同様に、生産、パイプライン輸
送、保管、供給など、さまざまな機能ごとに供給ベンダーは異なって
おり、それらサブシステムを統合して運用するには、高いインテグレー

本プロジェクトへの参画を通じ、将来性の高い水素ビジネスでい�
ち早く大型商用化設備操業のノウハウを得ることが期待されます。今
後も多くの水電解装置による水素製造プロジェクトが計画されてい�

発電効率の最大化： 
従来は、発電効率が低下した場合、「燃料」となる蒸気の生産量を

増やすことで対応していました。しかし、蒸気も天然資源であり有
限です。生産量を増やすことによる「燃料」の枯渇は、同発電所の稼
働寿命の短命化のリスクにもつながります。本プロジェクトによ
り、より長期的で高効率な燃料の活用ができるようになりました。
遠隔統合管理の実現と人的安全性の確保：
本発電所は、東京ドーム約1,450個分に相当する広大で緑豊かな

国立公園内にあるため、未整備な敷地をオフロードカーで巡回す

れており、全体を俯瞰した効果的な運転管理に課題がありました。
YOKOGAWAは、上記の分散した4つの地熱発電所（オルカリア地

熱発電所�Iアディショナルユニット、II、IV、V）のデータを、移動体通
信網などを利用して1つのシステムに集約し、遠隔地の管理事務所
から統合管理が行えるIoTシステムの構築と実装、システムのト
レーニングの提供を行いました。これにより、各発電ユニットのパ
フォーマンスと関連機器のメンテナンス状況の一元管理が可能と
なり、発電効率が劣化した際には、自動での要因解析により、適切
な保守を行うことが可能となりました。

リーダーシップを目指すオランダの国家戦略プロジェクトです。
竣工式にはオランダの政界トップも参加されるなど、Shell社なら
びにオランダ政府にとって極めて重要なプロジェクトとして位置
付けられています。YOKOGAWAは、本プロジェクトにおいてMAC
（Main�Automation�Contractor）ベンダーとして選定され、プラント
制御に関するシステムや機器を有機的に統合し、プラント操業の
最適化を実現します。

ション能力が求められます。本プロジェクトにおいて、YOKOGAWAは
お客様から長年の信頼関係や実績をご評価いただき、MAC（Main�
Automation�Contractor）として選定されました。本プロジェクトにお
いて、YOKOGAWAはSoSによる最適化の価値創出により、貢献をしてい
きます。

る中、YOKOGAWAは実績をもってプレゼンスを高めながら活動を加速
していきます。なお、2022年度、オーストラリア最大の商用グリーン水
素（プロジェクトYURI）についても、YOKOGAWAが選定されました。

る必要があり、メンテナンス作業自体が危険であり、かつ車の排ガ
スによる公園内の大気汚染も問題とされてきましたが、敷地に点
在する発電所や蒸気噴出井戸を、人が現場まで出向いて機器状態
を確認する必要性が大幅に減少しました。
プロジェクトの実行期間は、コロナ禍の只中で、非常に厳しいス

ケジュールでしたが、実地検証が必要なプロジェクトの最終局面
では、YOKOGAWA本社からエキスパートが駆け付けて対応し納期
どおりの稼働を実現し、お客様からはYOKOGAWAのプロジェクト
遂行能力を高くご評価いただきました。

Geo Plaza 
Data Center

Geothermal Power Station Ⅱ

広大な土地に分散した4つの
地熱発電所

遠隔統合管理＋発電効率最大化＝安定的な電力供給の実現

他社
DCS

アディショナルユニットⅠ

他社
DCS

Geothermal Power Station Ⅴ

他社
DCS

Geothermal Power Station Ⅳ

Yokogawa

他社
DCS

サブシステムの
統合とデータ
運用

プラント内の
主要システム群

お客様（エンドユーザ）

ENMCS
A社 制御システム B社 電気分解システム C社 コンプレッサー制御システム D社 計量管理システム E社 分析機器システム

Electrolyzer Compression Metering Analyzers

“System of Systems(SoS) Integrator ”

※1：@Global Data, Kenya Power Market Outlook, November 2021
※2：オルカリア地熱発電所はI、I アディショナルユニット、II、III、IV、Vから成り立つ地熱発電所で、現在稼働中の総発電容量は約930MW。最も古いIは1981年に運用を開始。

2 価値創造プロセス

オルカリア地熱発電所Ⅱ

ホランド・ハイドロジェンI（施設の一部　※イメージ図）
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ソリューション営業戦略業種

セールス
チャネル

マイニング・
メタル

モビリティ・
サプライ
チェーン

高機能
化学

農薬・肥料

マインドセット
トランス

フォーメーション
デジタル
セールス

バッテリー
ソリューション

バッチ
ソリューション

カーボン
マネジメント
ソリューション

DX CO2

1,3161,316
1,5751,575

2,0202,020 1,8301,830

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

1,3161,316 1,4441,444
1,7821,782 1,7901,790

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

得意な化学を中心としたProcess Automation（PA）領域の成長に加えて、脱炭素などを
背景に成長が見込まれるモビリティサプライチェーン（半導体、マイニングなど）を中心と
した新領域で、さらなるビジネス拡大を目指していきます。

お客様の生産性向上、環境負荷の低減、エネルギーの効率利用等の課題に対して、マテリアル
の成長戦略をスピードを上げて実行し、便利で快適な物質社会と地球環境と共存可能な循環
型社会の実現に貢献する事業です。

事業活動

マテリアル事業本部長

谷口　剛

2022年度のレビュー

2023年度の見通し

受注・売上推移
マテリアルの成長戦略

2021年4月に新たに発足したマテリアル事業本部の2年目を振り
返ると、業種軸での事業基盤確立と成長加速に向けて、確かな手ご
たえをつかんだ１年間でした。
2022年度の受注高は、およそ半分を占める日本を中心に、為替影

響も含めて2,020億円（前年比＋28.3％）と大変好調でした。
世界的なインフレの影響を受け一部前倒し発注の動きもありまし

たが、AG2023目標達成に向かって順調に進捗している認識です。
主力の化学業種では、カーボンニュートラルと循環型経済の動き

が加速する中で、地球環境に優しい素材ニーズ(事業機会)が増加し
ています。特に高機能化学分野では、モビリティサプライチェーン
におけるCO2削減を背景に、電気自動車（EV）向け2次電池やパワー
半導体向けなどの新素材ニーズをはじめ、さまざまな製造プロセス
で技術と経験を持つ当社の強みが受注増加へ寄与しています。

幅広い分野の素材産業において、事業領域を大きく2つ
に定めて展開しています。
1つ目は、従来から得意な化学を中心にマイニング・メタ
ルなどを含めた「PA領域」。2つ目は、新たに成長を目指
すモビリティ・サプライチェーンおよびカーボンマネジ
メントなどの「新領域」です。また、注力業種であるマイニングにおいては、海外メジャー客先

との包括的な取り組み・活動によるグローバル展開をはじめ、銅や
リチウムの継続的需要増が受注伸長につながっています。�
いずれもこれまで解決型提案力強化を目的に、シンガポールを

中心に進めてきた業種プラントプロセストレーニングなど、「マ
インドセットトランスフォーメーション（MX）」の活動が業種軸の
組織力向上とともに、課題解決型受注の伸長にグローバルで貢献
しています。
また、新領域への取り組みとして、バッテリーやカーボンマネジ

メントソリューションのウェブコンテンツを充実させました。反響は
想定以上に大きく、GHG排出量が経営課題であるさまざまな業種
のお客様や、これまでお付き合いのない新しいパートナーの皆様か
らお声がけいただき、脱炭素化に向けて一緒に取り組んでいます。

2023年度の受注は、年度前半を中心に、主に素材産業のお客様の
投資が減速する見込みであることにより、前期比9.4％減を予想し
ています。単年度の一時的な落ち込みはあるものの、マテリアル事
業本部は、AG2023目標であるCAGR受注高６％、売上高３％目標に
対して、為替影響を除いても、順調に進捗していると認識してお
り、これまでの方針は大きく変えず、重点施策をさらに加速させ、
AG2023目標達成を目指します。
また同時に、将来のあるべき姿を見据え、「注力業種」、「営業戦

略」、「ソリューション」の３つの視点で照準を絞り、活動に取り組ん
でいきます。
まず、「注力業種」においては、化学・マイニング・メタル・モビリ

ティサプライチェーンに加え、生活に必須で需要が比較的安定的
な農薬・肥料領域に注力していきます。
次に、「営業戦略」においては、地域戦略の枠をこえたグローバル

最適配置や、従来のチャネルを強化しながら新たなセールスチャ
ネルの開拓に向け、リソースを投入していきます。
「ソリューション」の視点では、「カーボンマネジメント」、高機能
化学分野における「バッチソリューション」、「バッテリーソリュー
ション」の強化に優先的に取り組みます。いずれも既存領域の成長
に加えて、「モビリティサプライチェーン」を戦略の中心に据え、事
業目標達成とともに、地球にやさしい未来の素材づくりを支え、循
環型社会の実現に貢献していきます。

顧客基盤を活用し、注力業種×営業戦略(セールスチャネルの拡大・デジタルセールスの活用)×新ソリューションの開発による事業展開を
行い、３つのアプローチで取り組みます。

事業領域 事業構成（FY22受注高比率）

受注 売上 AG2023​CAGR
（ご参考） 受注成長 ※2 売上成長 ※2

CAGR
（FY20-22）

CAGR
（FY20-FY23）

CAGR
（FY20-22）

CAGR
（FY20-FY23）

実績 予想※1 AG2023
目標 実績 予想※1 AG2023

目標

23.9%
（16.9%）

11.6%
（8.1%） 6%以上 16.4%

（9.6%）
10.8%

（7.4%） 3%以上

※1: FY23業績予想を達成した場合
※2: カッコ内数字は、為替影響を除くオーガニック成長

マテリアル事業
制御事業

PA領域 新領域
膨大なノウハウ

（ドメインナレッジ） 新しい知見

化学関連 マイニング・メタル注力業種
＋α

高機能化学
 エンジニアリング・
プラスチック
 合成繊維
 塗料
 接着剤
 フィルム

その他
 紙パルプ　  鉄鋼　 セメント　 ゴム　 繊維　 ガラス 他

中間体化学
 汎用樹脂
 合成洗剤
 農薬・肥料

環境ビジネス
 カーボンマネジメント
 マテリアルリサイクル

モビリティ・サプライ
チェーン
 モビリティ
 半導体
 バッテリー

サプライ
チェーン

 銅
 アルミニウム
 マグネシウム
 レアメタル

  基礎化学分野のDCSシェアが高く、数多くのインストールベース
  世界をリードする日系企業のお客様などとの長期にわたるパートナー
シップを通して蓄積した、豊富な経験やノウハウ

  多品種少量生産
  世界的な半導体需要の増加と安定供給への取り組み
  EV向け新素材、環境負荷の低い素材開発ニーズ
  カーボンニュートラルに向けたCO2削減など、エネルギーの効率利用の
促進

  連続プロセスはDCSベンダー中心、バッチプロセスはDCSベンダーに加
え、PLCベンダーも加わりプレイヤー多数。業種ナレッジが差別化要素と
なっている

  YOKOGAWAが得意とするPA領域と親和性が高く、かつ安全性・信頼性が
お客様ニーズにマッチ
  オーストラリア、南米、アフリカを中心としたお客様との長期にわたる
パートナーシップを通じて蓄積した経験、ノウハウ

  鉱山全体の最適・自律操業ニーズの増加
  環境（脱炭素）安全、制御高度化、保全高度化、操業遠隔化などの課題

  従来から重電分野で強い大手ベンダーが主流

モビリティ、
電機・半導体など

52%

その他
（セメント、ゴム、繊維など）

化学

マイニング・メタル

鉄鋼

紙パルプ 48%

化学 マイニング・メタル

顧客基盤

（億円） （億円）
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化学業種の裾野は広く、エチレン等の基礎化学品から幅広く分
岐し、電気自動車（EV）や半導体向けの新素材など、広く社会に有用
な素材を提供しています。また、化学プラントのプロセスは、シス
テムが複雑化し、制御ポイントが多く、インテグレーションが重要
なため、YOKOGAWAの高信頼・高品質な製品群、高いプロジェクト
遂行能力、ソリューション提案力、タイムリーできめ細やかなサー
ビスといった強みを発揮することができ、特に国内化学業種では
圧倒的なシェアを誇ります。
また、化学業界の製造プロセスにおいて、サプライチェーンの上

流は連続プロセスが主流な一方、下流はバッチプロセスが主流で

近年、世界が脱炭素に向けて再生可能エネルギーや電気自動車
（EV）、蓄電池、燃料電池などを拡大させるに従って、銅やレアメタ
ルなどの鉱物資源の需要が増加しており、マイニング・メタル市場
は活況で、市場規模も拡大しています。そのような中、現場では、環
境（脱炭素）、安全、制御・保全高度化、操業遠隔化などへの対応が求
められており、鉱山全体の最適・自律操業ニーズが増加していま
す。
鉱山での、「掘って、砕いて、熱や圧力を加え、精製精錬し、安全に

排水する」プロセスは、オイル&ガス向けソリューションと親和性

す。今後は、原料の多様化や素材の高機能化が進む中で、
YOKOGAWAは、得意な連続プロセスに加え、バッチ（プロセス向け）
ソリューションを強化し、化学業種の盤石化に向けた取り組みを
加速していきます。
世界的に見て、化学業界は、半導体やEVなどのモビリティ関連の

市場拡大継続により、一時的な増減はあるものの、中長期的にグ
ローバル全体で高い成長が期待されており、日本で培った豊富な
経験やノウハウを海外へ展開することで、今後も着実な成長を目
指します。

が高く、我々の「計測」「制御」という強みが生かせる業種でもあり
ます。
YOKOGAWAは、点在する現場サイトの計測制御ソリューション

に加え、クラウド化による統合オペレーション、また環境負荷低減
や安全性の向上および操業改善などのソリューションを提供して
います。オーストラリア、南米、アフリカを中心に多くのプロジェ
クトを経験して蓄積したノウハウを生かし、お客様の課題解決に
取り組んでいます。

（出典）経済産業省　素材産業におけるイノベーションの役割と期待

連続プロセス
大量生産
流体をそのまま連続して反応させる

バッチプロセス
同一設備や装置を使用し、少量
多品種の製品を扱う製造工程

（出典）経済産業省　化学産業の現状と課題

ビッグデータによる製品の品質改善と安定化事例

  背景：生産設備の老朽化やスキルを持ったベテランオペレータのリタイヤなどにより、多くのプラントでは品質の安定化、効率化、
運転ノウハウの伝承と共有が大きな課題となっています。また近年では製品に対してより厳しい品質目標が求められるなど、さら
なる操業の改善が求められるようになってきています。
  成果：YOKOGAWAは、これらの課題を解決するために、ビッグデータ解析によるプロセスデータ解析ソリューションを提供してい
ます。解析プロジェクトでは、ものづくりに携わる現場の方々と連携をとりながら、プロセスデータを含むさまざまなデータを解析
し、要因を紐解いていきます。さまざまな異なる知見・経験を持つ現場の方々を巻き込んでともに考え、ディスカッションしながら
解析を進め、改善アクションを実施していくことで、品質の安定化などの目に見える価値だけでなく、暗黙知の形式知化、部署・役割
を越えたコミュニケーションの向上、課題解決スキル向上など、目に見えない価値を提供します。
　この結果、製品品質に影響を及ぼす要因が複数特定され、必要な箇所のセンサの高精度化、新たな品質コントロールポイントの追
加、制御シーケンスの改造などにより、製品の品質改善と安定化を実現しました。

お客様業種：ファインケミカル
提供ソリューション：Process​Data​Analytics

お客様の製造現場
に お け る 課 題、
データ蓄積状況、
4M※情報のヒアリ
ングを行い、解 析
方針を決定します。

課題定義

時 系 列 デ ー タを
4M※ 情 報 と 紐 付
け、プロセス知 見
をもとに前処理を
行うことで、解析に
適したデータに加
工します。

データ前処理

時系列データから
工 程 の 変 化 点 や
応 答 など、データ
に潜む特徴を量と
して抽出します。

特微量抽出

ク ラ ス タ リ ン グ
や 相 関 分 析、回
帰、YOKOGAWA独
自 の 機 械 学 習 を
用い、異常要因や
品 質 決 定 要 因 の
究明を行います。

データ解析 考察・立案

解 析 結 果 を お 客
様 と と も に 解 釈
し、YOKOGAWAの
計測・制御技術を
応用してソリュー
ションの立案を行
います。

アクション

立案したソリュー
ションに対して効
果検証を行い、本
プロジェクトで得
た知見をもとにさ
らなる改善提案を
行います。

石油・LNG（液化・気化）・石油化学・リファイナリー
化学、バルクケミカル、高機能化学

半導体

消費財塗料・接着剤

建設土木機能性化学品

電機電子ゴム製品

自動車プラスチック製品

エネルギー

医薬品繊維

医薬品原料

農薬・肥料

塗料・溶剤

界面活性剤

合成ゴム

電子材料

合成繊維

プラスチック

ベンゼン・トルエン・
キシレン

プロピレン

エチレン

ブタジエン

YOKOGAWAは、オペレータの代わりにAIによる画像解析により、浮遊選鉱※工程における鉱物の回収率を最大化する制御技術の実
現に向けて、お客様と実証を重ね課題解決に取り組んでいます。

※浮遊選鉱：鉱物と界面活性剤などの化学薬品を水槽に投入し、吹き込んだ泡状の空気とともに浮上するものと沈むものを分けることで有用鉱物を収集する選鉱の一種。※4M：Man(人), Machine(機械), Material(材料), Method (方法）

マテリアル事業制御事業

事業活動

化学業種のサプライチェーン

AIによる有用な鉱物回収率向上に向けた取り組み

製造プロセスの分類

鉱石処理プラント

破砕

選鉱

シックナー輸送

鉱物採掘

◆安全管理システム・火災検知ソリューション
例）コンベアベルト異常モニタリング

◆廃液管理
例）鉱滓ダム漏れ検知

本社部門等

◆リモートモニタリング&
　オペレーション

◆環境モニタリング
例）硫酸漏れ検知

◆温度・圧力・排水管理

◆デジタルツイン

Yokogawa 
Cloud

※シックナー：液中に混在する個体微粒子を重力で沈殿させる装置

※

ケミカル マイニング

提供ソリューションイメージ
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私たちは世界に先駆け“Bio Industrial Autonomy（BIA）”を実現し
笑顔で暮らせる社会の発展に貢献し続けます。

人々の命を支え、健康と安全を守る事業です。人々の命と健康を守る医薬、誰もが安心して
口にできる安全な水と食料の供給に貢献します。

事業活動

ライフ事業本部長

中尾　寛

2022年度のレビュー

2023年度の見通し

受注・売上推移

2022年度の受注実績は591億円、対前年比で+45億円、+8.3%の伸
長となりました。
ライフサイエンスでは、ライブセルイメージングを超解像で行う

ことができる共焦点スキャナユニット「CSU-W1�SoRa」の販売を伸
ばしたこと、細胞の撮像から解析までをシームレスに実現すること
ができるハイコンテントアナリシスが、欧米のメジャーアカウント
からの受注を獲得できたこと、また、過去から進めてきたサービス
ビジネス拡大への活動が奏功したことにより、過去最高の受注・売
上を達成しました。また、細胞内サンプリングシステムSS2000を
2022年2月に発売し、2022年度にGSK社より1号機を受注しました。
医薬・食品の国内市場においては、従来の制御OT（Operational�

Technology）分野のビジネスに加え、お客様の課題解決を目的とし
たDX/スマートファクトリー化提案により過去最高の受注実績と
なりました。
水ビジネスについては、国内で堅調に受注を伸ばしたほか、漏

水・配水管理や下水再生水といった新規ビジネスの創出にも積極
的に取り組みました。

ライフ事業ではライフサイエンス、医薬・食品・バイオ、水業種
において、基礎研究から物流・サービスまで、お客様のバリ
ューチェーン全体の生産性を向上して、すべての人の豊かな
生活（Well-being）に貢献します。また、昨年度に引き続き、ライフ事業拡大を目指したM&Aやアラ

イアンス活動にも力を入れました。2020年12月に資本業務提携契
約を締結した株式会社HIROTSUバイオサイエンス（以下HBS社）に
ついては、検査装置の設計および製造を担当し、効率的に検査がで
きる自動解析装置を納入しました。HBS社と当社間では、レベニ
ューシェア方式※1を採用しており、今後も両社で連携して活動して
いきます。2021年11月にYOKOGAWAグループに加入したYokogawa�
Insilico�Biotechnologyのバイオプロセス向けデジタルツイン技術
については、バイオプロセスシミュレーションによる運転条件探索
の効率化や、バイオ医薬の安定生産および生産ロス削減など、これ
までにない新しい価値をお客様に提供していきます。他にも、2022
年４月には、医薬品原薬・中間体の連続生産技術の開発製造受託事
業を行う合弁会社「Pharmira株式会社」の事業を開始しました。
今後も新しい価値や最先端の技術をお客様に提供できるよう積

極的に取り組んでいきます。

我々が担当している医薬、食品、水の業種では、安全性、生産性、品
質の向上など、プロセス高度化への投資意欲は引き続き堅調と見て
おり、2023年度の受注は4.9%の伸長を目指し、従来国内市場で強み
のあった製品・ソリューションの海外展開を強化していきます。
ライフサイエンスでは、現在注力している１細胞解析ソリュー

ションにおいて、ゲノム編集（CRISPR-Cas9※2）などのアプリケーシ
ョン開発、デモンストレーションサイト・学会・展示会などを活用
し、グローバルで活動を加速し受注獲得につなげていきます。
医薬・食品・バイオでは、海外拠点と連携しながらGMA�（Global�Major�

Accounts）などのターゲット顧客の攻略に向けて、海外メンバーのト

レーニング、国内メンバーによる海外拠点へのサポート強化などの施
策を確実に実行していきます。また、新たな製品として、研究室だけで
なく、生産、品質保証などの部門間をつなぐ情報統合管理システム
（OpreX�Informatics�Manager）を2023年６月に発表しました。
水ビジネスは、既存事業である上水、下水、配水、ODA※3案件の獲得を

目指します。新規事業では、配水・漏水管理、陸上養殖、再生水、水循環ク
ラウドの事業化を目指していきます。
2023年度も引き続きM&Aやアライアンス活動を行い、AG2023の

計画達成に向けて活動していきます。

事業領域

重点施策

事業構成（FY22受注高比率）

AG2023​CAGR
（ご参考） 受注成長 ※5 売上成長 ※5

CAGR
（FY20-22）

CAGR
（FY20-FY23）

CAGR
（FY20-22）

CAGR
（FY20-FY23）

実績 予想※4 AG2023
目標 実績 予想※4 AG2023

目標

7.2%
（4.0%）

6.4%
（4.8%） 16%以上 9.7%

（6.0%）
8.3%

（6.5%） 16%以上

※4: FY23業績予想を達成した場合
※5: カッコ内数字は、為替影響を除くオーガニック成長

※2： CRISPR-Cas9：従来のゲノム編集方法に比べて簡単で効率的、かつより自在に遺伝情
報を書き換えることが可能なゲノム編集技術

※3：ODA：Official Development Assistance（政府開発援助）

 イメージング機器の機能拡充
 次世代顕微鏡の技術探索・開発
  バイオラボオートメーションの強化
 リモートサポートサービスの提供
 1細胞解析ソリューションの拡大

 次世代スマートファクトリーの実現
 再生医療向け生産管理システムの拡大
 ロボット導入による無人化・省人化
  バイオプロセスDX（BDX）ソリューション
の提供

  上下水設備の自動化
  新興国ODA
  配水・漏水管理 / 陸上養殖 / 再生水 / 水循
環クラウド

ライフサイエンス 医薬・食品・バイオ 水

ライフ事業
制御事業

514 514 546 546 591 591 620 620 

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

14%
35%

31%

ライフサイエンス
医薬・食品・バイオ

水

  ハイエンドCSU（共焦点スキャナユニット）での
高いシェアとブランドバリュー
  ライブセルイメージング分野での独自の差別化
技術と高い開発力
  細胞に対する知識・知見

  現場から経営まで業務を幅広く支援するソリュー
ションの提供
  グローバルでの販売・サービス網と豊富な導入
実績
  バイオマテリアルの生成を計測・制御する技術
  デジタルツイン技術

  日本での上下水への豊富な納入実績
  電気計装工場を一括して行うプロジェクト遂行
力

  個別医療研究の増加
  ラボ実験の高度化、自動化ニーズの高まり
  オープンイノベーションの加速
  ライブセルイメージング分野の需要拡大

  バイオテクノロジーの進歩
  ゲ ノ ム 解 析・編 集、細 胞 加 工 な ど の テ ク ノ ロ
ジーの進歩
  スマート化・デジタル化による自動化・自律化
の進行
  デジタルツインの利用浸透率の向上

  人口増加に伴う水需要の増加
  安定供給・水源開発の活発化
  監視・制御・データ関連の導入増加
  地域や国ごとに異なる課題への対応

  業界大手企業との熾烈な競争 IA業界からの積極的な参入   地域や国ごとに異なる多数の競合が存在

 M&Aやアライアンスの実現によるポートフォリオ・製品ラインアップの拡充共通

 IT企業・ソフトウエア企業の新規参入共通

457457 521521 550550 580580

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

ライフサイエンス 医薬・食品・バイオ 水

受注 売上（億円） （億円）

※1: レベニューシェア方式：測定検体数に応じた一定の金額を配分するシステム

2 価値創造プロセス

強
み

競
争
環
境

お
客
様
の
動
向

 海外拠点との連携を強化し、グローバルビジネスの拡大
 デジタルマーケティング、展示会・Webinarを活用した新規案件創出、受注拡大
 M&A、資本業務提携、アライアンス活動の継続

共通

1
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

3
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
成
長
戦
略

4
経
営
資
本

5
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

6
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2
価
値
創
造
プ
ロ
セ
ス

42 YOKOGAWA レポート2023 YOKOGAWA レポート2023 43



ライフ事業のソリューションポートフォリオ 徹底的に安全と安心を追求した次世代型スマートファクトリー構築（日清食品株式会社）
■概要
　日清食品株式会社は新工場のコンセプトを「徹底的に安全と安心を追求した次世代型スマートファクトリー」と定め、安全・安心な製品
づくり、製造原価低減の実現、最適供給体制の構築に向けた検討を進めており、YOKOGAWAは新工場の製造実行管理システム
（CIMVisionLIBRA）、倉庫管理システム（MaterialStream）、操業情報管理システム（PI�System）を中心とした全5システムの採用をいただき
ました※。新工場の実現にあたりYOKOGAWAはシステムの導入だけでなく、設計図を描くフェーズである「基本構想相談」より参画し、お
客様とともに活動しました。YOKOGAWAは、検討を進める過程で日清食品株式会社に「経験値が高く、現場を熟知している上で、さらに
日清食品のことを学び、我々と同じ目線に立って取り組んでくれる企業である。そして他の食品会社からYOKOGAWAの評判をよく聞い
ていたことがパートナー選定の決め手となった」と評価いただきました。
※一部プロダクト、ソリューションは日本国内のみ販売しております。

■成果
　現在稼働を開始した新工場では世界最高水準の品質管理システムの中心
として集中監視・管理室を設置し、YOKOGAWAのシステムは食の安全性強
化に大きく貢献しています。品質だけでなく生産性も高く、1日当たり400万
食を生産する国内最大級の工場となりました。
■お客様とYOKOGAWAの今後の取り組み
　今後、日清食品株式会社はデータの収集や解析を重ね、さまざまな研究を
することができる工場、そして設備の自動化は勿論、その先にある自律化の
実現を目指し活動されます。それだけではなく他工場、他部門への展開も視
野に入れ、サプライチェーンのデータをつなぎ、企業としての業務最適化と
さらなる効率化を目指されます。
　YOKOGAWAは自社のノウハウを結集し必ずやり遂げる強い意志を持ち、
これまでもこれからも永続的な安定供給を使命とする食品製造業の皆様に
寄り添い、お客様とともに世界の食卓を守り続けます。

細胞内サンプリングシステムSS2000の活用 
ー創薬や医療の発展貢献を目指してー（GSK社）
■概要
　YOKOGAWAは2014年からSS2000の試作機の開発を始めました。2017年に試作機が完成し、イギリ
スの世界的なバイオ医薬品企業であるGSK社に試作機を設置、共同で装置およびアプリケーション
の開発を進めてきました。そして、SS2000は2022年2月に販売を開始し、GSK社より1号機を受注しま
した。
■成果
　SS2000の活用により、これまで手作業で約30分の時間を要して行われていた細胞サンプル採取
が、自動化により約3分に短縮可能となります。また、細胞内成分の解析は、主に細胞を集めて破砕す
る手法で行われるため、細胞が存在していた場所や従来の形状についての情報も失われてしまいま
すが、SS2000を活用し、細胞を壊さずサンプリングすることで、細胞のより正確な情報を得ることが
可能になります。
■お客様とYOKOGAWAの今後の取り組み
　GSK社では、現在、結核菌感染細胞の個別領域分析やマクロファージ、BCG（抗結核ワクチン）、バク
テリアのプロジェクトでも活用することを検討いただいており、GSK社の初期研究および臨床開発
のパイプラインにおいて、SS2000が重要な役割を果たしています。今後もさらなるコラボレーショ
ンを通じてバイオ医薬品の研究に貢献していきます。�YOKOGAWAは今後も1細胞解析ソリューショ
ンを通じて創薬研究や個別化医療、再生医療の発展に貢献し、人々の豊かな生活の実現を目指してい
きます。

細胞内サンプリングシステム​
SS2000
細胞内サンプリングシステムSS2000
は、培養中の細胞を共焦点顕微鏡で高
精細に撮像し、特定の細胞や1細胞内
成分のサンプリング工程を自動で正
確に実行することができます。

日清食品株式会社 関西工場外観

基礎研究 応用研究 開　発 量　産 物流・サービス

医
薬
・
食
品
・
水

●ライフサイエンス ●医薬・食品・バイオ

●水（上下水・配水）

共焦点
スキャナユニット

「CSU-W1 SoRa」

アドバンストコントロール
バイオリアクターシステム 

「BR1000」

共焦点定量イメージ
サイトメーター

「CQ1」

ハイスループット
細胞機能探索システム

「CV8000」

バイオプロセスDXソリューション
プロセス開発～生産

再生医療向け
生産管理システム

微生物
コンタミ管理
ソリューション

・ 統合管理
・ 広域監視
・ 最適運転支援

・ 生産・製造管理
・ 保全管理
・ 品質管理

プロセス開発用

✓ 医薬生産用計装ソリューション
✓ バイオプロセス向けデジタル
    ツインソリューション

点線は開発中

・ プロセス制御
・ フィールド機器
・ 環境モニタリング

・ 設備維持管理
・ 教育・訓練シミュレータ

・ フィールド機器
・ プロセス分析計

医薬・食品生産ソリューション

校正・バリデーション（エヌケイエス）／粒子観察ソリューション（Yokogawa Fluid Imaging Technologies） 

デジタルツインソリューション（ Yokogawa Insilico Biotechnology）

プロセス
開発～生産

細胞内サンプリング
システム

Single Cellome™ System
「SS2000」

自動ナノデリバリー/
自動ナノサンプリング 

「SU10」

1細胞解析ソリューション

バイオ医薬品業界のデジタルトランスフォーメーション（DX）への貢献（味の素株式会社）
■概要​
　近年、副作用が少なく難治性が高い疾患や希少な疾患にも適用できるバイオ医薬品は、需要がますます高まっています。バイオ医薬品は遺
伝子組み換え技術や細胞培養技術によって製造されますが、化学合成による一般的な医薬品と比べて製造コストがかかります。また、たんぱ
く質を安定的に効率良く得るためには複雑な培養工程が必要になるため、製法が確立しにくく大量生産が難しいという課題があります。
　2021年11月にYOKOGAWAグループに加入したYokogawa�Insilico�Biotechnology�GmbH（以下YIB社）が提供するデジタルツイン技術を
活用することにより、バイオ医薬品開発・生産の分野におけるさまざまなアプリケーションにおいて、製品の品質を安定させ、効率的な大
量生産を実現するプロセス開発の実現が可能です。�
　YIB社は、バイオ医薬用培地CELLiST™を開発・製造・販売している味の素株式会社とバイオ医薬用の培地開発の分野で連携した活動を
行っています。味の素株式会社ではアミノ酸栄養や医薬品の研究開発、発酵生産技術など、アミノサイエンスの知見を生かした、高度な培
地開発を行い、日本・アジアはもとよりグローバル市場に培地を供給されており、味の素株式会社が高品質・高性能な培地を迅速かつ安定
的に提供するためにYIB社が持つデジタルツイン技術が活用されます。
■成果
　YOKOGAWAは、バイオ医薬品生産のための動物細胞を培養する培地製造において、各センサ類から収集したデータに対してモデリン
グとAIを活用してシミュレーションや最適化予測を行い、培地成分の最適な調整を味の素株式会社に提案します。その後にYIB技術の提
案に基づいて、味の素株式会社にて実際のリアルな細胞培養で培地性能向上の確認を行います。これにより、繰り返しの実験による条件
探索の時間を大幅に削減し、培地組成と培養条件の迅速な最適化の仕組みの構築と抗体生産の反応制御による効率的なスケールアップ
が可能になります。今後もYOKOGAWAおよびYIB社は、バイオプロセス分野のデジタルトランスフォーメーション（DX）を加速させ、バイオ
プロセスの産業化やバイオ医薬品分野の生産性・品質向上に貢献していきます。

Yokogawa​Insilico​Biotechnology​GmbH

設　立　：2001年
　　　　  2021年11月ライフ事業本部傘下子会社化
社員数　：30名
所在地　：ドイツ シュトゥットガルト
CEO　　：大屋 晃一
事業内容： デジタルツインによるバイオプロセス向け

ソフトウエアの開発、サービスの提供

ライフ事業制御事業

事業活動

2 価値創造プロセス

YOKOGAWA​食品業種

https://www.yokogawa.co.jp/industries/food/
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業界最高水準のテクノロジー・ソリューション・カンパニーとして、
お客様へ新たな驚きと感動を提供します。

私たちは、お客様とともにサステナブルな社会とイノベーションを実現する測定パートナーとして
地球の未来を測ります。

横河計測株式会社​

社長　鈴木　俊之​

今後の成長戦略

注力分野～サステナビリティに貢献する産業分野へフォーカス

受注・売上推移

EV（電気自動車）開発の計測ソリューション

光ネットワークの計測ソリューション

測定器事業

■SDGsに貢献する成長分野にターゲット
　 YOKOGAWAの得意領域を生かせる、脱炭素・通信・Well-beingの

3つの産業分野およびサービス分野に注力
■強い製品をさらに強く
　 市場シェアトップの光スペクトラムアナライザをはじめとす

る強い製品群を核に、省エネルギー・EV分野へ統合計測ソリ
ューションを提供

■お客様との共生でソリューションを拡大
　 お客様の真の課題解決や、ライフサイクルにわたるソリュー

ションサービスを提供

ご挨拶
　測定器事業は、100年以上の歴史を持つ、YOKOGAWAの原点となるビジネスです。そして
YOKOGAWAの測定器は、常に業界最高水準の精度と非常に高い品質を実現し、測定器事業の歴史
は、テクノロジーの進化とともに刻まれてきました。今後もテクノロジーにこだわりながら、タイム
リーなソリューションの提供により、「お客様」の真の課題、「お客様のお客様」の真のニーズに応え
てまいります。私たちは、キラリと光る、業界最高水準のテクノロジー・ソリューション・カンパニー
を目指し、お客様へ新たな驚きと感動を提供します。

EVの心臓部であるパワートレイン※1評価における、個々のインバータ※2素子の高速スイッチング波形から、ユニット単位での波形や高精
度な電力効率の評価など、システム全体の統合計測を高精度かつシームレスに実現し、迅速で効率的なEV開発に貢献します。

デジタル化が進む現代社会において、あらゆるものがネットワーク基盤を前提に構築されており、今まで以上に通信ネットワークの重要
性が増しています。研究開発などの最先端のデバイス開発から、安定した量産化の支援、光ネットワーク・ファイバの敷設・保守に至るまで、
さまざまな計測ニーズに応えます。

※FTTHとは、「Fiber To The Home（ファイバ・トゥ・ザ・ホーム）」の略称で、光回線の配線方式の1つです。

※LiDARとは、レーザ光を照射して、その反射光の情報をもとに対象物までの距離や対象物の形などを計測する技術です。

※1 パワートレインとはモータ等が生み出した回転エネルギーを駆動輪へ伝達する装置類の総称です。
※2 インバータは直流から交流を生成する装置を指します。

インバータ

入力

インバータ部

直流信号を変調して任意の交流信号に変換

ドライブ回路

コンバータ部バッテリー

モーター/発電機 トルク/ 
回転センサ

負荷

インバータ部

直流信号を変調して任意の交流信号に変換

ドライブ回路

モーター/発電機 トルク/ 
回転センサ

負荷

レーザ・光デバイスの計測
波長多重通信を支える光デバイスの開発・生産へ寄与します

光ファイバ・ケーブルの測定
基幹系からFTTH※、データセンターまで現場のニーズに応えます

OTDR（光パルス試験器）
AQ7280・AQ1210

光スペクトラムアナライザ
AQ6380

マルチアプリケーションテストシステム
AQ2200

スイッチング波形

波形データ
ストリーミング

電力・効率

パワーアナライザ​WT5000

IS8000​統合計測ソフトウエア
プラットフォーム

オシロスコープ​DLM5000

スコープコーダ​DL950

光ファイバの損失分布測定、障害位置検出

光信号の波長、S/N比測定 光パワー測定、自動検査ライン構築

0.1％の効率変化も確認できる
高精度電力計測

異なる複数の測定器の管理からデータの
解析・編集まで、お客様の測定業務を
総合的に支援

高速スイッチング(数十ns)波形の
多チャンネル同時観測が可能

インバータ波形データを長時間PCに
リアルタイム保存可能（最大転送レートは
業界最高レベルの320MB/s）

パワートレイン評価の構成図

198198
240240

286286 285285

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

200200 212212
251251 255255

FY20 FY21 FY22 FY23（予想）

脱炭素

・再生可能
　エネルギー

・お客様の真の課題解決や、ライフサイクルにわたるソリューションサービスを提供

・レーザ/光デバイス
　伝送装置

・生体圧力測定システム/
　ロボティックス

・レーザ/
　LiDAR※

・光ファイバ
　ネットワーク

・エネルギー
　効率

・xEV
　バッテリー

通信 Well-being

メンテナンス 廃棄レポートアナライズデータ取得計測購入プラン
評価

セットアップ
ワイヤリングサービス

受注 売上（億円） （億円）

2 価値創造プロセス

事業活動
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新事業他

アムニモ株式会社

横河バイオフロンティア株式会社

2018年5月に設立したアムニモは、容易に使えることと同時に高い信頼性を有するIoT機器やソフトウエアサービスの提供を通じ、IoTとAI
でつながる世界に貢献すべく取り組んでいます。自社開発のIoTデバイスやクラウドアプリケーションを活用し、パートナーの持つコンポー
ネントも柔軟に組み合わせ、パートナーと共同でお客様の求めるソリューションを創出することにより、お客様の業務プロセスの改革を支
援しています。

2021年3月に設立した横河バイオフロンティアは、従来手掛けてきた開発・生産の支援を超えてバイオマスマテリアル普及に向けた取り組
みを強化していきます。

宇宙：月面における水素エネルギー関連技術のフィージビリティスタディ※1に参画
　YOKOGAWAは、水素利活用の可能性を検証する経済産業省のプロジェクトに参画しています。本プロジェクトでは、月面の砂（レ
ゴリス）から採取した水氷（すいひょう）を基に生成した水素を、月面での活動に利活用する技術の検討を行っています。水資源の探
査、確保から水素生成、利用までのサプライチェーンの各プロセスで必要な技術や課題を洗い出し、今後のロードマップを参加企業
と共同で策定しています。月面で人間の生活圏、経済圏を確保するためのフィージビリティスタディは世界初の取り組みです。
　月面でのプラント運転は、無人かつタイムラグのある遠隔地から
の監視制御が必須となりますが、YOKOGAWAは、遠隔地からの監視
制御の実績やデジタルツインによる予測制御技術を活用し、課題解
決に挑戦しています。資源が限られている月面では、資源循環を考慮
した開発が必要です。持続可能性を意識した宇宙開発で得た技術ノ
ウハウを地球での循環型社会の構築にも適用していきます。

防災：【防災科研/東大地震研/横河電機】国産のシリコン振動式の水圧計で深海での海面変動の観測に成功
　YOKOGAWA、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立大学法人東京大学�地震研究所は、千葉県房総
半島沖で海底圧力観測のフィールド実証試験を実施し、水深3,436メートル（m）の海底に新型のシリコン
振動式圧力センサ※2を搭載した水圧計を設置して、7ヘクトパスカル（hPa）の圧力変動を捉えることに成
功しました。これは、7センチメートル（cm）の海面の高さ変化に相当します。頻度の低い事象である津波の
データを取得することは困難ですが、今回津波と同様の海面変化を捉えられたことにより、実際の津波発
生時にも活躍することが見込まれます。この水圧計は、南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）に採用され
ており、地震に伴う津波による海底圧力変動を観測することによって、津波の確実な検知を可能にし、被
害の低減に貢献していきます。（2023年5月22日発表）

　YOKOGAWAと大塚化学株式会社は、今後成長が見込まれる核酸、ペプチド等の中分子医薬分野において、
受託開発から受託製造までを一貫して請け負うCDMO�（Contract�Development�and�Manufacturing�
Organization、医薬品受託開発製造）に研究機能を加えたCRDMO※3（Contract�Research,�Development�and�
Manufacturing�Organization、医薬品受託研究開発製造）事業を推進する合弁会社「シンクレスト株式会社」
（出資比率：大塚化学51％、横河電機49％）を設立しました。製薬産業における創薬研究から商用生産までの
創薬バリューチェーンにおけるさまざまな課題や多様なニーズに対しサービスを提供していきます。
※3 CRDMO：初期段階において、シンクレストのRは特にライブラリー構築、ライブラリー合成にフォーカスする予定です。

※2  シリコン振動式圧力センサ：YOKOGAWAのシリコン振動式圧力センサは、単結晶シリコン製の振動子の共振周波数が圧力に依存して変化することを利用したセンシング方
式を採用しており、低消費電力、小型、高感度、高い安定性、高耐圧という特長があります。その振動子は、シリコン半導体の製造技術を応用して清浄な真空空間に封じられて
いるため、振動子に外部から混入した異物が付着し性能が落ちることがありません。また、水晶製の振動子を用いたセンサで生じるガスの脱離による性能の変化がなく、安定
した計測を実現できます。さらに、シリコンウエハー上に一括形成できるため個々の製品が同一の品質をもっています。横河電機は、1991年から産業用差圧・圧力伝送器にこ
の技術を用いた圧力センサを搭載しています。

※1  実行可能性調査。事業（新規事業、新商品およびサービスなど）の開始前に、事業の実現可能性を費用対効果、
市場、技術、特許などのさまざまな観点で調査を行い、検証すること。

シンクレスト社の鳴門工場

MEMS技 術 を 用 い た シ リ コ ン
振動式圧力センサを搭載した
水圧計

探査 掘削 水抽出 水電解 水素・酸素液化 貯蔵

月面の水探査から水素生成、貯蔵までの流れ

IoTとAIを活用したサービスの提供、バイオマスマテリアル関連などの
新事業の確立と早期収益化に向け活動しています。

探索領域における活動

2 価値創造プロセス

【大塚化学/横河電機】合弁会社「シンクレスト」を設立し、中分子医薬品向け受託研究開発製造事業に本格参入

事業活動
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